
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

駅スタンプアプリ「エキタグ」 

「JR 南武線で選手をみつけよう！ NEC レッドロケッツ川崎 エキ

タグスタンプラリー」開催！ 

 

 

 

 

 

■「JR 南武線で選手をみつけよう！ NEC レッドロケッツ川崎 エキタグスタンプラ

リー」の開催 

（１）実施期間 2026 年 10 月 17 日（土）～2027 年 1 月 14 日（木） 

（２）主  催 東日本旅客鉄道株式会社 川崎事業本部 

NEC レッドロケッツ川崎 

（３）実施概要 

① 対象箇所（9 駅） 

川崎駅・尻手駅・鹿島田駅・武蔵小杉駅・武蔵中原駅・ 

武蔵新城駅・武蔵溝ノ口駅・登戸駅・稲田堤駅 

 

 

 

 

 

② 達成条件と特典 

・4 駅達成賞：4 駅達成スタンプ＆デジタルフォトフレーム 

・全駅達成賞：全駅達成スタンプ 

２０２６年１０月１６日 

◎株式会社ジェイアール東日本企画が提供する駅スタンプアプリ「エキタグ」では、2026年10月17日（土）

から2027年1月14日（木）まで、「JR南武線で選手をみつけよう！NECレッドロケッツ川崎 エキタグスタ

ンプラリー」を開催します。 

◎スタンプを集めながら沿線を巡り、NECレッドロケッツ川崎の魅力に触れられる特別なスタンプラリーを

お楽しみください。 

NEWS 

専用スタンプ帳のラベル 

川崎駅 尻手駅 鹿島田駅 武蔵小杉駅 武蔵中原駅 武蔵新城駅 武蔵溝ノ口駅 登戸駅 稲田堤駅



・ダブルチャンス：NEC レッドロケッツ川崎グッズが当たる抽選 

⇒全駅達成後、アプリ内でスクラッチ抽選が起動。当選者は駅たびコンシェルジュ川崎にて、 

選手サイン色紙など 5 種類の賞品のうち 1 点が当たる抽選に参加できます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

  【ダブルチャンス賞品引換】 

  ・引換期間：2026 年 10 月 17 日（土）～2027 年 1 月 31 日（日）  

・時間：10:00～17:00  

・場所：駅たびコンシェルジュ川崎（JR 川崎駅みどりの窓口隣）  

      (参考：https://www.jreast.co.jp/travel/ekitabi_concierge/shop.html) 

    

詳しくは、JRE メディアをご覧ください。 

JRE メディア：https://media.jreast.co.jp/articles/6780 

 

（４）NEC レッドロケッツ川崎とは 

NEC レッドロケッツ川崎は、大同生命 SV.LEAGUE WOMEN に加盟する女子バレーボールチームです。 

日本リーグで優勝 1 回、V リーグでは優勝 8 回、黒鷲旗で 2 回、そして皇后杯でも 2 回の優勝実績がありま

す。2021 年、これまでの歴史を継承しながら、更なる進化を遂げるためチームのリブランディングを実施し、

ホームタウンを神奈川県川崎エリアとしました。チームのエンブレムであるロケット胴体部の三層のライン

は、ロケットに搭乗しているチーム、サポーター、コミュニティを表現しています。チームに関わるすべての

皆さまに愛され、必要とされる欠かせない存在になることを目指しています。https://red.necrockets.net/ 

 

 

今後も、多くのお客さまに鉄道でのお出かけを楽しんでいただけるよう、鉄道事業者等との連携により対応

路線や駅の拡大に取り組んでまいります。 

 

※ 「エキタグ」および「デジタル駅スタンプ」は、株式会社ジェイアール東日本企画の登録商標です。 

※ 画像はすべてイメージです。 

 

■デジタル駅スタンプアプリ｢エキタグ｣  

公式 HP     ：https://www.ekitag.jp/  

Instagram   ：https://www.instagram.com/ekitag_stamp/  

X(旧 Twitter)  ：https://x.com/ekitag_stamp  

 

 

 

4駅達成スタンプ 全駅達成スタンプ デジタルフォトフレーム 
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